
ドル高と景気減速懸念で下値切り下げ
NY原油先物相場は、1バレル＝80ドル水準で上値の重い展開になった。為替市場で急激なドル高圧力が

発生する中、ドル建てコモディティ相場は全面安の展開になり、原油相場も一時76.25ドルまで急落し

た。米長期金利が一時4%台に到達したことで、景気減速による需要不安、株価急落など投資環境の悪

化も警戒された。ハリケーン「Ian」がメキシコ湾で発生し、原油生産にも障害が報告されたが、大き

な問題にはならなかった。ただ、週後半はドル高圧力が一服したこと、石油輸出国機構（OPEC）プラ

スの追加減産に対する警戒感が下値を支えた。

9月20～21日の米連邦公開市場委員会（FOMC）後の米金利上昇・ドル高圧力の強さが、原油相場も下

押ししている。インフレ対応の強力な利上げ政策に対する警戒感が強い。ドルインデックスは約20年ぶ

りの高値を更新している。また、金利急伸の影響で世界経済の減速懸念が強くなっており、石油需要に

対する弱気見通しも上値圧迫要因になっている。

米エネルギー情報局（EIA）の米石油在庫（9月23日時点）は、原油が前週比22万バレル減、ガソリン

が242万バレル減、石油精製品が289万バレル減となった。
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【現状確認】
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OPECプラス会合に注目、大規模な減産対応なら下げ一服
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【展望】

10月5日にOPECプラス会合が開催され、ここで強力な減産

対応が打ち出されると下げ一服感が強まろう。前回会合では

日量10万バレルの減産を決定したが、マーケットインパクト

は限定された。原油安が続く中、OPECプラスは更に強力な

政策対応を展開する見通し。

現状では、日量50万～100万バレルの追加減産を軸に調整が

進んでいる模様であり、OPECプラスがこれ以上の安値を許

容しない姿勢を明確化すると、80ドル水準が安値限界として

意識され、80ドル台後半への反発が打診されよう。100万バ

レルを超える減産が合意されると、サプライズ感が強い。一

方、既に100万バレルの数値が出ている以上、実際の減産量

がこれを大きく下回ると、失望売りが膨らむ可能性がある。

50万バレルでも売られるリスクがあろう。

一方、9月は急激なドル高と景気減速懸念を背景とした売り

圧力が目立った。このため、10月入り後も更にドル高が進み、

景気減速懸念が強化されると、戻りを売られるリスクを抱え

ている。足元では米金利・ドルがともに落ち着きを見せ始め

ているが、金融市場発の下落リスクに対しては引き続き注意

が求められよう。

また、ウクライナ情勢にも注意が必要。ロシアがウクライナ

4州の併合を宣言しており、同地区の緊張感が一段と強く

なっている。西側諸国を中心に対ロシア制裁強化の議論が活

発化しているが、ロシアは逆に欧州向けエネルギー供給を

「武器化」して対抗している。主に欧州天然ガス市場で混乱

がみられるが、エネルギー供給全体のリスクが再認識される

と、原油相場も強含む可能性がある。

本資料のご利用については、必ず巻末の重要事項（ディスクレーマー）をお読み下さい。
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